
  

 不動産市況が転機を迎えています。現在、新築分譲マ

ンション、建売住宅に加えて、買取再販業者、収益物件

の販売会社など社有の在庫を抱える不動産会社が目立っ

てきています。最近の新聞広告、折り込みチラシ等には

社有物件が数多く掲載されています。業者間の図面配布

システム・at home（アットホーム）でも配布される物

件の内、社有（売主）が殆どで、媒介（仲介）物件は全

体の10％前後です。仲介手数料は業法で3％と定められ

ていますが、最近では一部の売主業者が4％～6％出すと

いう表示をしております。 

 また、最近では売れ行きの鈍化傾向が明らかになって

きたことで、値下げするケースも目立ってきました。某

マンション買取再販業者では、10～15％値下げの物件

もあります。一般的には、まだ5～10％程度の値下げで

すが、在庫の増加とともに、これからもっと値下げせざ

るを得なくなり、換金処分の動きが出てくるものと思わ

れます。既に少数ですが、経営破綻の声も出ています。 

 首都圏における中古マンションの在庫数は、2008年

9月のリーマンショック直後、更に前回の消費増税前の

水準を超えており、今世紀に入ってからの最高を記録し

ています。空前の在庫増と言えます。内訳では5,000万

円以上の中古マンションの在庫増が顕著となっていま

す。 

 今回の市況の変化の発端は、相続対策の手段として建

築されたアパートやマンションの空室増加であり、その

後に発生したスルガ銀行の不正融資問題により、金融機

関の融資姿勢が変わってしまいました。不動産投資につ

いての融資は基本的には不可という金融機関も出てきま

した。異次元の金融緩和によって大都市圏の不動産が高

騰し、顧客離れが進み、購買心理が変化してきました。 

 今後の不動産市況はどうなるのか、要注目です。 
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 1月13日（日）、

冬晴れの中を小田急

線渋沢駅から西南方

向にある泉蔵寺、白山

神社、地福寺、三嶋社、

富士見塚を目指した。 

 途中で寄り道をし

て田んぼの中の道を

少し行くと、千村「ホ

タルの里」へ着く。６

～7月にはホタルが

飛び交うとのこと。 

 白山神社にお参り

した後、頭高山（ずっ

っこうやま）を右手に

見ながら富士見塚を

目指す。富士山は見え

なかったけれど、周り

には菜の花が咲き乱

れていた。 

 間もなく咲き始め

たばかりの蝋梅が現

れた。青空の下で鮮や

かな黄色い花が良い

香りを放ち、足元には

白い水仙が咲き、とて

も幸せな気持ちにさ

せてくれた。 

 


